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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

近の業績の動向を踏まえ、平成 25 年５月 14 日に公表しました平成 26 年３月期（通期）の連結業績予

想を下記のとおり修正いたします。 

 

記 

 

１．平成 26 年３月期 通期連結業績予想数値の修正（平成 25 年４月１日～平成 26 年３月 31 日） 

（単位：百万円） 

 売 上 高 営業利益 経常利益 当期純利益 
一株当たり

当期純利益

前 回 発 表 予 想  ( Ａ ) 71,500 8,000 7,950 5,100 106.90 円

今 回 修 正 予 想  ( Ｂ ) 84,500 6,300 6,000 3,600 75.44 円

増 減 額 ( Ｂ － Ａ ) 13,000 △1,700 △1,950 △1,500   － 

増 減 率 ( ％ ) 18.2 △21.3 △24.5 △29.4 － 

(ご参考)  
   前期実績(平成 25 年３月期) 

43,366 1,870 1,788 1,575 33.01 円

 

２．業績予想修正の理由 

売上高は、産業用ＰＶ事業部門において「産業用太陽光発電システム」の施工及び卸販売の受注拡

大を背景に、また人員増による施工能力アップをもとに、当第４四半期（平成 26 年１月１日～平成

26 年３月 31 日）における工事着工並びに完工件数の増加が見込めるため、前回予想数値を上方修正

いたしました。 

営業利益は、売上高が増額となりますが、平成 25 年夏以降の「産業用太陽光発電システム」受注拡

大に対処すべく技術職等の大規模な採用に係る費用や、増大する部材等の物流体制を拡充するための

費用など、固定費が大幅に増えることを見込んでおり、前回予想数値を減額いたします。経常利益は、

営業利益を減額する理由に加え、太陽光モジュール仕入において円安の影響による為替差損を見込ん

でおり、前回予想数値を減額いたしました。この結果、当期純利益も減額いたしました。 

（ご参考） 

連結社員数の推移 

平成 25 年３月末 1,844 名  ６月末 1,905 名  ９月末 2,180 名  12 月末 2,831 名 

 

※上記の業績予想は、本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績

は、今後さまざまな要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

 

以  上 


